
沖縄県受託事業 平成29年度観光人材育成プラットフォーム構築事業 集合型研修

お問い合わせ先

〒901-0152 沖縄県那覇市小禄1831番地1 沖縄産業支援センター2階
一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー
受入事業部 受入推進課 観光人材育成センター （新垣、高見）
TEL：098-859-6129 FAX：098-859-6222 E-mail：jinzai@ocvb.or.jp
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※ 申し込み方法、プログラムは

ウラ面をご確認ください。

観光客に、沖縄の歴史を聞かれたが、うまく答えられなかった、
観光客におススメの観光施設やスポットを聞かれても、提案内容のバリエーショ
ンが少ない…

そういった悩みをお持ちの観光事業者に、沖縄の魅力を再発見できる研修
を企画いたしました。沖縄の歴史、文化、自然等を、今回は観光客も県民も
利用することの多い、国道58号線を軸に学んでいきます。ぜひ、この機会に
沖縄の魅力を再発見してみませんか。

好調な伸びをみせている沖縄観光ですが、今後の更なる受入
体制の強化のため、観光客が満足する高いサービスを提供でき
る人材の育成を目指し、この度、
観光従事者向けの提案力アップ研修を行います。

※ 1社3名まで

こんな方におすすめ！

観光業での
経歴が

3年以内の方

県内観光業に従事する方

定員：４０名（1社3名まで）

※原則全講座出席できることを条件とさせて頂きます。
※定員を超える場合は、事務局にて調整させていただきます。

観光客と接する
お仕事の方

沖縄の歴史文化、
自然等を

ちゃんと学びたい！
と思っている方



平成2９年度 観光人材育成プラットフォーム構築事業 集合型研修

◆お申込みは下記のURLより受講者情報を入力してください。

沖縄県 ・ 一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー

https://jp.research.net/r/58annai

※お手元にインターネット環境が無い方は、前面のお問い合わせ先までご連絡ください。

＠県立博物館・美術館

Be.Okinawaについて

【講 師】 糸数 勝

沖縄県文化観光スポーツ部

観光振興課 課長

講習：沖縄観光の扉

【講 師】 上地 恵龍

琉球大学観光産業科学部観光科学科
客員教授

＠県立博物館・美術館

- 那覇市 -
・ 沖縄の歴史の流れ

・ 沖縄観光の歴史ーリゾート沖縄は

なかった!?

・ 58号線は1号線？ー沖縄「道」の歴史

・ 昔の那覇は島だった？

・ 大正浪漫！レトロモダン都市・那覇

【講 師】 上里 隆史

沖縄歴史研究家

＠沖縄コンベンションセンター A2

- 浦添市/宜野湾市/北谷町 -
・ 浦添は琉球王者の地

・ 宜野湾は沖縄ナンバー１農業の町!?

・ 避難船を救助せよ！
インディアンオーク号事件

・ 北谷で発見!?  5000年前のカゴとクシ

【講 師】 上里 隆史

沖縄歴史研究家

＠OIST ミーティングルーム1

- 嘉手納町/読谷村 -
・ 嘉手納は交通の町！～鉄道・車～

・ 世界につながるスゴイ芋

・ 戦前の人気観光地 ・ 比謝川

・ 歴史の有名人オンパレード！読谷

・ 織物とヤチムンの里・読谷

【講 師】 上里 隆史

沖縄歴史研究家

＠OIST ミーティングルーム1

- 恩納村/名護市/大宜味村/
国頭村 -
・ 古道が残る恩納村

・ 谷茶前と名護湾 ～沖縄の漁業～

・ 石垣だけがグスクじゃない！
名護・大宜味の土のグスク

・ 58号線の原型は国頭にあり!?
戻る道と国頭街道

【講 師】 上里 隆史

沖縄歴史研究家

- 58号線で沖縄の歴史・文化を巡る -
＜研修先（予定）＞

・ 明治橋、御物グスク、那覇港

・ 浦添グスク

・ 泊グスクと比謝川

・ 喜名番所（道の駅）、喜名焼の古窯

・ 座喜味グスク

・ 万座毛

その他
【ガイド】 上里 隆史

沖縄歴史研究家

集合場所：沖縄産業支援センター 集合場所：沖縄産業支援センター

- 58号線で沖縄の自然に触れる -
＜研修先（予定）＞

・ 自然保護について考える【座学】

・ カヤック体験（羽地内海）

・ 比地大滝トレッキング

その他

【ガイド】 小林 政文

ホールアース自然学校沖縄校
がじゅまる自然学校 代表

【留意事項】 1）実地研修時の昼食は自己負担となります。
2）詳細の行程ならびに留意事項は座学研修時に案内いたします。

※プログラムの内容、場所等は都合により変更になる可能性がございます。その際は事前にHPやメール等でお知らせします。

特 典
県民も観光客もよく利用する

座学でもイメージできる

すぐに提案できる

復習/予習ができる

沖縄本島を縦断！

南から北までの魅力を知ることができる

観光客の周遊範囲拡大
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